
第67号

平成28年6月

そっと未来をみてる。



梅雨から夏への気候変化を実感する今日この頃，会
員の皆様におかれましてはいかがお過ごしでしょう
か。
年度始め 4月の熊本地震では多くの尊い命が失わ
れ，熊本城に象徴される甚大な被害が各所にもたらさ
れました。被災された方々，関係の皆様にお見舞い申
し上げます。同窓会では当該地域の会員の被災状況な
ど情報収集し，被災された会員への援助を順次行って
おります。
さて，本学医学部同窓会では，渡辺雄幸前会長から
稲葉宗通会長に代替わりし 1年が経ちました。会長
交代に伴い，不肖私，11 期卒の辻が副会長に就任い
たしました。田中政彦先生，伊藤彰紀先生，丸木清之
先生とともに副会長として稲葉会長を支え，同窓会，
大学の発展に力を尽くす所存であります。よろしくお
願い申し上げます。
平成 28 年も半年を残すのみとなりました。大学で
は，今年に入り，総合医療センター高度救命救急セン
ター新棟，大学病院東館などハード面での刷新が行わ
れ，それに伴うソフト面もさらに充実してきておりま
す。1期生の杉山聡教授がセンター長を務める高度救
命救急センター新棟は，緊急度の高い重症患者さんが
速やかに適切な検査・治療が受けられるよう動線を工
夫した構造となっており，県内初となる小児救命救急
センターも開設されました。大学病院東館には，ER，
総合診療内科等に加え，こどもセンター，アイセン
ター，プラチナ外来（高齢者総合外来），難病センター，
女性ヘルスケアセンターなど特色ある部門も開設され
ました。今年度以後も，創立 50 周年に向け策定され
た第 4次長期総合計画「飛翔」を基に，順次，教育・
研究・診療のハード面・ソフト面でのさらなる充実が
期待されております。
我が国の医学教育は国際標準を考慮した変革の時期
にあります。本学においても，「国際基準に基づく医
学教育分野別認証評価」受審に向け教育改革が進めら
れており，今年度 1年生から新カリキュラムを導入

しております。新カリキュラムでは，「臨床実習のさ
らなる充実」がその中心となっており，臨床実習の期
間も従来の「5年生 40 週＋ 6年生 8週」から「4年
生 8週＋ 5年生 40 週＋ 6年生 12 週」へ拡張してお
ります。これらの実習期間に加え，3年生・4年生に「臨
床体験実習」を複数回取り入れ，臨床医学の授業と平
行した臨床現場での実習を取り入れるなど大幅な改革
となっております。
一方で，医師国家試験も改革の最中にあります。現
行の国試は 3日間 500 題ですが，来年度より 2日間
400 題となります。内容的にも，臨床実習で経験した
ことを問うような問題が中心となり，臨床推論・診断
治療計画に関する臨床問題の比率が多くなります。国
試は「臨床上必要な医学及び公衆衛生に関して，医師
として具有すべき知識及び技能」を問うと医師法で
規定されております。「技能」の評価として実地試験
（OSCE; 客観的臨床能力試験）の国試への導入が求め
られているのですが，国試としての実施が難しい状況
もあり，平成 32 年度より「臨床実習後OSCE」を全
国統一で実施することとなりました。本学では，臨床
実習の評価として 5年生「BSL 後 OSCE」，6年生「卒
業時OSCE」を行っており，「臨床実習後OSCE」実
施に備えております。受験する側の学生には，臨床実
習でのトレーニングが今まで以上に重要となります
が，とくに，1診療科 4週間のクリニカルクラークシッ
プ（CC：診療参加型臨床実習）で，患者さんを受け
持ち，医療面接・身体診察を行い，診療録に記載し，
その中で鑑別診断等を考え，診断・治療計画を立案す
る能力を修得する必要があります。
6年生の CCでは，同窓生が在籍している施設を中
心に学外 33 施設にも，地域医療の現場体験と上記事
項の修得を目標とした臨床実習をご担当いただいてお
りますが，今後，より多くの先生方にご協力をお願い
することになろうかと存じます。
今後ともよろしくお願いいたします。

巻　頭　言

副会長　辻　　　美　隆
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⌇⌇⌇⌇⌇⌇第 23回日本航空医療学会総会開催のお知らせ⌇⌇⌇⌇⌇⌇

　埼玉医科大学医学部同窓会の皆様におかれましては，
益々ご健勝のことと御慶び申し上げます。

　この度，私は第23回日本航空医療学会総会の会長と

して，平成28年 10月 28日（金），29日（土）に，ウェ

スタ川越（埼玉県川越市）において学術集会を開催す

る運びとなりました。日本航空医療学会はドクターヘ

リ活動を話題の中心とした学会でありますが，今回は

テーマを ｢航空医療の近未来 ｣とし最近注目を集めて

いるドローンや救急自動通報システム（自動車事故自

動通報システム），そして熊本地震におけるドクターヘ

�

リ活動など話題盛り沢山としました。さらに大阪大学

中島和江先生による特別講演 ｢テクニカルスキルとノ

ンテクニカルスキル ｣，筑波大学松井豊先生のパネル

ディスカッション ｢救急活動に関わる救援者のストレ

スマネジメント ｣を日本医師会生涯教育講座，産業医

研修会として申請中であります。

　同窓会員の皆様におかれましてはご多忙とは存じま

すが，是非ご参加いただきたいと思いますので宜しく

お願いいたします。

平成28年 6月吉日

第23回日本航空医療学会　会長　杉山　聡（昭和53年卒）

（埼玉医科大学総合医療センター高度救命救急センター長）
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開業記念品贈呈について

　埼玉医大卒業生の皆様の開業をお祝いして，同窓会
記念品（ブロンズ製古鏡文鎮）をお贈りいたしており
ます。すでに開業（新規に限らず，会員にとって新規
とみなされるものは全て対象となります。例えば，親
の病院・診療所等の事業の引き継ぎ他）をなさってお
られる方，また近日中に開業を予定されている方にも
ご連絡をいただければ，早々に発送の準備を致したく
存じます。
　記念品の加工処理の問題もありますので，下記要領
によりご申請いただくようにお願い申し上げます。
　なお，開業 1件のみが対象となりますが，贈呈当
該年度までの会費が完納されていることが条件となり
ますので，ご確認の程宜しくお願い申し上げます。

　上記の内容を記載の上，事務局宛ご連絡下さい。
葉書，FAX等何れでも結構です。


